
２０１０年の物流ビジネスを勝ち抜く 

＜戦略物流改善セミナー＞ 

 １００年に一度の大不況到来、さらに民主党政権の樹立と、いま日本は変化の刻に立たされています。 
 さらに少子高齢化の進展、グローバル化の流れのなかで物流環境は、今後も大きく変化を遂げることは間違い

ありません。ドッグイヤーといわれる急激な変化がいま訪れていく中で、いかに来年の物流ビジネスを勝ち抜い

て生き続けるか。 
 本セミナーでは２０１０年の物流ビジネス動向を物流コンサルタントの花房陵氏にお話いただいた後、先進的

な物流事業を展開されるクリナップロジスティクス、ファンケル２社の事業戦略を披露。今後の戦略物流改善に

役立つセミナーとなっています。 
 
主催：月刊「ロジスティクスＩＴ」（発行元・ロジスティクスＩＴ研究所） 
日時：２００９年12月２日（水）13：00～17：00（受付12：30～） 
   懇親会・17：10～19：00（希望者のみ） 

※懇親会参加には別途3000円程度費用がかかります 
会場：飯田橋レインボービル１Ｆ（東京都新宿区市谷船河原町11） 

※飯田橋駅徒歩５分 
   http://www.nissoken.com/s-map/351-15.html 
定員：70名 
受講料：10,000円（税込）※テキスト含む 
受講者対象：トラック、倉庫、物流子会社、３ＰＬ、荷主経営幹部、物流主幹スタッフ、物流企業経営者 
協賛：㈱アイオイ・システム、㈱ＡＰＴ、光英システム㈱、㈱シーイーシー、㈱シーネット 

㈱シノジャパン、㈱ビッグバン、ロジザード㈱ 
後援：イーソーコ㈱、（有）エイチ・アイ・プランニング、ＳＣＭ共同ネット研究会 

 

申込は裏面に必要事項を記述の上、よろしくお願いいたします。 
▼ 

＜式次第＞ 
●開会の辞（13：00～13：10） 
 
●講演１（13：10～14：20） 
２０１０年の物流ビジネスを勝ち抜く・事業戦略 
―物流戦略の事例と政策の読み、将来の日本産業を展望する 
講師：㈱イーソーコ総合研究所 

花房 陵・主席コンサルタント 
 
●講演２（14：30～15：40） 
改善は「物留」に始まり「物流」に終わる 
―在庫削減は結果である― 
講師・クリナップロジスティクス㈱ 
   大竹 重雄社長 
 
●講演３（15：50～17：00） 
ファンケルの目指すサービス向上と物流業務改善 
―ＲＦＩＤを活用した新物流センター導入の経緯と効果 
講師・㈱ファンケル カスタマーサービスユニット・物流企画グループ 
   永坂順二・マネージャー 
 



 

参加申込書 ２０１０年の物流ビジネスを勝ち抜く＜戦略物流改善セミナー＞ 
 
費用（お一人様）：セミナー受講料１０，０００円  

※懇親会・17：10～19：00（希望者のみ）別途3000円程度費用がかかります 
定員：70名 定員になり次第締め切らせて頂きます。 
 
講演１・「２０１０年の物流ビジネスを勝ち抜く・事業戦略」 

㈱イーソーコ総合研究所・花房 陵・主席コンサルタント 
講演２・改善は「物留」に始まり「物流」に終わる 
    クリナップロジスティクス㈱大竹 重雄社長 
講演３・ファンケルの目指すサービス向上と物流業務改善 
    ㈱ファンケル カスタマーサービスユニット・物流企画グループ・永坂順二・マネージャー 
 
●お申込方法 
お申込みいただいた方には受講証を送付いたします。 
参加費用について、11月30日までにお振込頂くかセミナー当日のお支払いの対応となります。 
但しキャンセルされる場合は３日前までにご連絡ください。その日以降のキャンセルについてはキャンセル料を

頂きます。 
 
 銀行名：三井住友銀行 小石川支店 口座番号：3521458（普通） 
 口座名：ロジスティクスＩＴ研究所 福浦顕夫 
 
●お問合せ先 
ロジスティクスＩＴ研究所 
東京都港区芝浦１―13―10 第三東運ビル９Ｆ 
ＴＥＬ：０３－５７６５－５７９９ ＦＡＸ：０３－５７６５－５７９８ 
E-mail：litl@logi-it.jp 
 
その他ご連絡事項： 
当日はセミナー事務局、協賛企業、各種メディア以外の撮影や録音を禁止とさせて 
頂きます。会場内での携帯電話のご使用はお控え願います。 
 
●『セミナー参加申込書』をご記入の上、このままＦＡＸ送信願います。 
ＦＡＸ：０３－５７６５－５７９８ 

セミナー参加申込書 

講座名 ２０１０年の物流ビジネスを勝ち抜く＜戦略物流改善セミナー＞ 

会社名  

ＴＥＬ  
所在地  

ＦＡＸ  

氏名 役職 E-mail 
参加者    

懇親会 
 

 
出席する 

 
出席しない 

 



講演内容 
 

 
●講演１（13：10～14：20） 
２０１０年の物流ビジネスを勝ち抜く・事業戦略 
―物流戦略の事例と政策の読み、将来の日本産業を展望する 
講師：㈱イーソーコ総合研究所 花房 陵・主席コンサルタント 
 
生産消費需給ギャップは４５兆円とも言われ、失業率が高まり、デフレ圧力が激化している。低価格ＰＢ商品

の台頭で再び大量輸送問題が発生してきた。どこで処理する、誰が運ぶのか。かたやリストラを強行しながら、

量販物流では人手不足が懸念されている。各社の成功事例に学ぶコストダウンと政策変更による物流戦略再構築

を提言する。 
 
 
●講演２（14：30～15：40） 
改善は「物留」に始まり「物流」に終わる 
―在庫削減は結果である― 
講師・クリナップロジスティクス㈱ 大竹 重雄社長 
 
クリナップグループとして、営業、生産、物流の３部門を串刺しにしたサプライチェーン改革を実施。生産指

示カードを通じた受注生産方式などの導入で、取扱いアイテム数が 20 倍に増えるなか、在庫は５分の１。売上
は倍増となっている。 
 
 
 
●講演３（15：50～17：00） 
ファンケルの目指すサービス向上と物流業務改善 
―ＲＦＩＤを活用した新物流センター導入の経緯と効果 
㈱ファンケル カスタマーサービスユニット・物流企画グループ・永坂順二・マネージャー 
 
ファンケルの目指すサービス向上と物流業務改善を目的に、拠点の整理統合とＲＦＩＤなどの最新の物流シス

テム導入をし、開設した新物流センター。RFID 技術を駆使した物流センターの概要と導入プロセス及び効果を
紹介する。 
 
 


